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Case 2

RTのみ施行

乳房部分切除後のRTの効果

局所治療

＜NSABP B-17＞ 断端陰性

８年再発率 局所乳房内 浸潤癌再発

乳房温存術のみ 26.8％ 13.4 （Ｐ＜０．０００００５）
↓

乳房温存術＋ＲＴ 12.5％ 3.9% （Ｐ＜０．０００１）
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乳房部分切除術後：乳房内再発の危険因子

断端 陽性
年齢が若い

TAMは生存に寄与するか？

＜NSABP B24＞
５年生存率

非浸潤性乳管癌

乳房部切＋RT

TAM内服あり 97%

TAM内服なし 97%

５年生存率

有意差なし
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タモキシフェンの有害事象

子宮内膜癌の増加
血栓症の増加

￥402

血栓症の増加
更年期症状（ほてり、のぼせ、発汗）
高脂血症、脂肪肝

間質性肺炎、血液障害、視力障害、高カルシウ
ム血症、ショック、皮膚粘膜眼症候群、子宮筋
腫・内膜症・ポリープ腫・内膜症・ポリープ

内服の必要性

医療費

局所制御に関してはRTのみで
十分と考える


